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■令和５年度の教育目標について
令和 5 年度の教育目標を、「校訓『進んで学ぶ 明るく素直 強い身体』のもと 自己指導能力を育

む」としました。校訓については、校長が代わっても根上中学校にとって普遍的な目標です。今年度

も大切にしていきます。自己指導能力については、「その時、その場でどのような行動が適切であるか

自分で考えて、決めて、実行する能力」のことをいいます。これからの社会が、どんなに変化して予

測困難な時代になったとしても、自ら課題を見つけ、自ら学び、自ら考え、判断して行動し、それぞ

れに思い描く幸せを実現してほしいという願いを込めました。

■４月の生徒の様子について
4 月の生徒の様子ですが、新 1 年生は緊張感に加え多少の不安感が感じられましたが、少しずつ新

生活に慣れてきたようです。いよいよ部活動も本格的に始まります。2・3 年生は、落ち着いた雰囲気

の中、自覚と自信のある行動が見られ、心身ともに大きく成長している様子がうかがえました。学校

全体としては穏やかな雰囲気に包まれ、良いスタートが切れたと感じています。

■目指す生徒の姿について
下記の表を生徒と共有し、目指す生徒の姿について確認しました。
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「進んで学ぶ」では「考える生徒」を

日々の学習の中で得た知識や技能に加え様々な情報を取捨選択して活用し、自ら考えて判

断する人になってほしいと願っています。

「明るく素直」では「感謝する生徒」を

日々明るく素直に過ごしていくためには、感謝する心が不可欠であると考えます。当たり

前のように過ごせることに感謝をし、「ありがとう」が素直に言える人になってほしいと願

っています。

「強い身体」では「はたらく生徒」を

心身ともに健康で、行動する生徒を目指します。「はたらく」は漢字で「人が動く」と表

しますし、その語源は「はた（まわり）が楽になる」とも言われています。自ら動いて、目

の前にあることを誠実にこなし、人の役に立つ人になってほしいと願っています。

■能美春季大会スタート！
4 月 22 日のサッカーを皮切りに、春季大会が始まりました。4月 29 日、30 日には、野球、

バスケットボール、バレーボール、ソフトテニスの春季大会が行われました。ゴールデンウ

ィークの後半も、ソフトテニス、ソフトボールの春季大会が引き続き行われます。冬場に培

った力を大いに発揮してほしいものです。“がんばろう 根上中！”


